
【財務関係資料｝

《前提条件 1 現金による寄附金総額〉

0 学校法人設立のために、財凶法人等から 12,000, 000, 000円 の現金を寄附金等として受け入れる。

《前提条件2 本学への寄附金等》

。財団法人等から上地、建物及び大学設置等に必要な資産を、以下の通り、寄附等で受け入れる。

主な寄附資産
士.It!! 2. 393. 024 
主主物毒事 5.852.418 
｜実被刷機械備品 1. 148. s:n 
ソフ トウェア 168. 920 
その他の資il1': 328. 034 
他物（寄附令により建設） 7. 000. 000 
教育研究m織総備品（寄附金によ り脚入） 2.330.000 
図書資、システム役資、志向｛寄附1f>.に kり鰍入） 302.000 
現金飯合 2. 368. 000 

ノu、 rit 21.891.233 

｛単位：千円｝

〈前提条件3 附属病院の収支》

0 附属病院の将来の消費・資金収支は、総合南東北病院及び附属施設の平成26年3月度の決算

見込に息づき計上している．

《前提条件4 学校法人及び大学の収支》
0 関学後の収谷学生数は． 下記の通り推移する．

第2年次 ｜ 第3年次 I ll'l4年次 ｜ 第5年次 ｜ 第6年次

190人I 2~0人I m人I 490人I sgo人

0 授業料等は、 F記の数値に基づいている。

学生授業料等納付金｛一人あたり）

（単位・千l’J)
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5001 教脊充実貨｛初年度｝

I. 0001 教育充実費（2年円以降）

6年間総額

川
市
一
山＊傾立天平勘定科50T・l'l文1而よ元芯募I肩司f?51J;= 25 0001羽－－－－，，瓦る．

0 人件貨は、下記の数値に基づいて積算している。

教磯員数の推移 関学初年度 in2年次

教員数 112人 1~8人

っち1,(奴.iU聖段.~量飾空F 49人 70人

うら助教導 6~人 88人

戦闘数 40人 60ノ、
本人111二句lこは．他！こ役H報酬30000 fl’l ~.t.！.込んでいる．

(ljtt吃：千円｝

la3年次 jfi4年次以降 a•.tt~事人件賓 ｛一人あたり｝

204人 250人

90人 110人 9. 500 

114人 140人 5. 600 

80人 80ノ、 s.m 

0 全学生lt•Jけの奨学金制度、海外留学制度に伴う支出がある．

【奨学金支出計画｝
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［留虫学費支出計画］

[ 2年次ーヶ刈留学 46l"'fl'I 5年次ょうr灯留年 I.383千円

関学初年度 ｜ 第2年次 I m年次

年.合 .it I OI 46. 1001 46. 100 

－戸Jc/）悦学人数 100人｝ ｛暇佼：千l'JJ

第4年次 ｜ 第5年次 I m年次

46. 1001 184. 4001 18・1. 400 
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全体（学校法人・大学・附属病院）

f・包平内｝
.百年次 ’IJ21UC .3年次 ’ll4J事lie ’llfl~次 116寧;I!:

平成28年度家 平成2’隼度調匝 平成30隼LI’R 平成31j事·~匝 平Jl32•11* 平成33年II*

19.2舗.278 18,907.000 18.733.!122 18.腿8.04‘ 1 8.767~7 t’.225,889 19.534,229 
15430,506 18,261,009 17.594.715 15.928.422 ’5,262.128 ’5.595.835 ’4.932 874 
3.775.772 645.991 1.139.207 1.759.623 2.505.239 3.630.054 4.601.354 

3.130.＇・55 8.065.864 6,755,199 7.159.‘59 7.450.224 7.523.822 8.050.515 
22,336 732 24.972.864 25,489,121 25.8‘7.504 16.217,590 26,749,711 宜7.58-4,804

。 159,000 324.000 ‘96.000 673.000 849.000 1.024.000 
423.000 2.331.829 2.344.896 2.363,110 2,390.582 2.420.455 2.‘29.680 
42.3.000 2.~鈎.829 2.888.896 2.859.110 3.083.582 3.289.455 3.‘53.680 

19.20&..278 t9.406.278 21.193.282 21,458.2儲 21.718.873 22.074.866 22.308.999 

l.707.455 3.075.757 1.025.943 1.532.186 1.‘35.335 1.405.390 1.822124 

22.338.732 24.972.884 25,489.121 25.847.504 26.217.5鈎 2&.749.71’ 27.584.8制

消費収支計算書概要 I旦堂一杢円）
収入の毎

ーー

自 開殿前年目E !111 隼~ ’112年lj( ’113年次 第4年次 ’115’ll!llt ’115隼次

学生生徒等納付金 。 738.000 1.270,000 1.770.000 2.270,000 2.770,000 3.270000 

手量史料 22,500 25.000 25000 25,000 25,000 25,000 25,000 

寄付金 21 89’.232 。 。 。 。 。 。

4幅勅金 。 。 。 。 。 。 。

資帰還期 。 27,253 27.263 21.263 27.263 27.263 27.263 

調同段取入 。 19.811.170 19.811.170 19.898.730 20.078.493 20.165.388 20.165.366 
組収入 。 。 。 。 。 。 。

帰属取入合計 21.913,732 20.601.＇‘3‘ 21.133,43・ 21.720.993 22.398.757 22.987.629 23純 7.829

‘本会組入観合計 "" 19.206.278 A 200,000 企 1,787.00・ A 282.926 A 262.465 企 356.193 企 234.133

満賃収入の穆合計 2.707.455 20.4lll.434 19.348,429 21.458.067 22.135.292 2U31A36 23.253.‘97 

支出の錫

草書 自 開怠前年度 ’E、量＂~ ’u隼~ 113隼次 2車...~ 事5隼次 ’llEi隼次

人件費 。 9.765.558 10.330.425 10.892.887 11.333.75‘ 11.387.909 11.442.099 

教育研究経費 。 ”63.対 9 ’0.120.784 10.274.463 10.472.‘58 10.805.100 10.882.614 

教育研究経費 。 890.926 l似7,731 1,158.436 1.259.141 1.518,146 1.629,110 

区復縫，t 。 9.073.032 9.073,032 9.116,027 9.203.315 9.286.954 9,253.50~ ”.II経費
。 302‘615 344.054 385.494 426.933 468.372 512.050 

僧入金司事事l息 。 。 。 。 。 。 。

予備実 。 日 。 。 。 。 。

3同費支出の郎合計 。 20.033.131 20,795.2‘3 21.552.824 22,233,142 22.651,381 22.836,763 

年自年度E消E；費両貨支収入経過額｛又I立当
出超過信｝ 2.707.‘SS 368.302 A 1,4・u ’‘ A 制 757 A 96.851 A 29 416.734 

前年度組組溝型E叙入組過積｛叉

l主的隼11•鐙消費支出極通信｝ 。 2 707.455 3.075.757 1.628.943 1.532.185 1.435,335 J.4<)5,390 

益本金取崩額 。 。 。 。 。 。 。

建隼贋..組処－－清澗’費tt支Z出入超血過量・．｝t又は
司E’早 2 707.455 3.075 757 1.928.943 1.532.188 l.435.3J5 1.405.39目 1.lt22.124 

資金収支計算書概要 ｛単位 千円｝

阪入の鶴

終 自 ’，，，年l!t ’k2~ll!. ’1(3年次 M4年次 ’l'5隼次 ’匝6年次
二週E匂F 徒主事給付金収入 。 738.000 1.270.000 1.770,000 2,270,000 2.770,000 3.2.70.000 

手’E4収入 22.500 25,000 25.000 25.000 25φ000 25,000 2ti.OOO 

寄付 収入 12.000.000 。 。 。 。 。 。

‘ .. ’ 収入 ロ 。 。 。 。 。 。＂薩;Jiii恕入 ロ 27263 27.263 27 263 27.263 27.283 27.263 

園両院取入 。 19.811.170 19.il 1,170 19.1!98.730 20.076.・93 20.165.368 20.165.366 
鎗収入 。 。 。 。 。 。 。

個入金等叡入 。 。 0 。 。 。 。

前受金取入 ・23,000 470.000 ‘10.000 470.0咽 ‘70.000 ・10,000 470.由加

その他の叡入 。 3.7’7.371 2.982.576 2.933.676 2.9骨7.809 3.025.‘？‘ 3.039.創謁

資金収入ll!lf勘定 。 A 3.3刷局76 企 3.441,678 A 3.454.809 A 3.481.474 企 3.49・.805 企 3.494.805

lilfJ度縁起支払黄金 。 2.813,500 2.987.807 3.sn.1•2 4,088.289 4.332.368 4.392 636 
収入の信合計 12判HOO 2U07.629 2‘.132.t41 25.397,001 29.453,381 27.320.667 27,895.266 

支出の穏

草草 自 ー ’~ 1 年次 ’R2まE次 1K3年次 114隼次 ’1115隼lit 1!5年次

人件費支出 。 9.607.558 10165,425 10,120,867 11.156.754 11.211,909 11.267,099 

開 E 研究経費支出 。 9.239.299 9.396.104 9.5~9.804 事。7‘7,796 10,040,440 10.15’，145 
敏育研貧経費支出 日 553.524 710.329 821.034 冒31,73’ 1,180,743 1.29’.448 

医療経質支出 。 8.685.175 a.ess ns 8.128.770 8818057 8.859,697 8.859.897 

管理録費支出 。 207,197 2・8.836 290.076 331.515 372.954 ・16.559

借入金等利息支出 。 。 。 。 。 。 。

憎入金等返療支出 。 。 。 。 。 。 。

.股関係支出 4.376.‘65 2.623.535 。 。 。 。 。

Ii借関係支出 1,758.738 973.262 ，ω，側出D 100.0切 100.創出。 ・00.000 104.000 

資産道用支出 3.4911.797 269.000 276.000 284.飢調。 290.脱却 290..（）（悶 290，創淘

・.支出 。 。 。 。 。 。 。

その他の支出 。 161.800 2.143.829 2.277.096 2.415.510 2.563,182 2.706.755 

資金支出llfl勘定 。 A 1.861,829 A 1.874.896 企 1.893.110 A 1.920.582 A 1.950.455 A 1.959.680 

次年度縁起支払賃金 2,813.500 2.987.807 3.677.142 4.068.269 4.332.3118 4.392.636 4.919.389 

支出の都合計 12,445,500 2U07.629 2‘.132.241 25.397.001 2M53.351 17.320,867 27.895.266 
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貸借対照表一全体（学校法人・大学・附属病院）
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貸借対照表ー内訳（学校法人及び大学）
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貸借対照表ー肉訳（学校法人）
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貸借対照表ー内訳（大学）
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貸借対照表ー肉訳（附属病院）
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消費収支計算書一全体（学校法人・大学・附属病院）
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消費収支計算書一内訳（学校法人及び大学）
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消費収支計算書一内訳（学校法人）
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消費収支計算書一内訳（大学）
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消費収支計算書ー肉訳（附属病院）
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資金収支計算書ー全体（学校法人・大学・附属病院）
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資金収支計算書ー内訳（学校法人及び大学）
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資金収支計算書ー内訳（学校法人）
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資金収支計算書ー内訳（大学）
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資金収支計算書一内訳（附属病院）
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一般財団法人脳神経疾患研究所 国内提携先大学・医療機関の一覧

国内提携先

大学・病院名 提携内容 提携契約年月

福島県立医科大学 BNCT、教育 平成26午・5月 16日

東京理科大学 臨床研究、人的交流 平成23年 5月30日

日本大学工学部 医療機誌の研究・開発 平成26年 4月 1日

奥羽大学 臨床、教育 ・人的交流 平成26午 5月27円

北海道医療大学 学術研究、人的交流 平成26年 4月1日

以上
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一般財団法人脳神経疾患研究所 海外提携先大学・医療機関の一覧
大学 ・病院名 提携内容 提携契約年月

I:？毎浦南病院（中華人民共和国） がん検診 平成22年 4月初日

国立がんセンター（プルネイ） 政射線治療 平成 23年 2月 16円

スペシャライズド ・メデイカル ・セン
放射線治療 平成 23年 2月28日

ター ・ホスピタル（サウジアラビア）

ヒ#Ii交通大学医学院附属第九人民病院
陽子線治療の共同研究 平成23年5月5日

（中華人民共和凶）

アポロ病院（インド） ｜揚子線治療の共同研究 平成23年9月 19日

公衆健康大学 MCC（ロシア） 新しいがん診断 ・治療 平成23年 11月9日

ガジャマダ大学（インドネシア） 教育 ・学術的協力 平成24年 11月30日

台北医科大学（中華民間）
DNCT・教育・研究・医

平成26年4月26日
療連機

マラヤ大学病院（マレーシア） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26倖 5月29日現在内諾済

エッセン大学（ドイツ）
DNCT・教育・研究・ 医

平成26年5月初日現有内諾済
療連携

中間医薬大学病院（中華民国） 教育 ・研究・医療連携 平成26年 5月29日現在内諾済

Dill仁E-NUSMedical School （シンガ
教育・併究 ・医療連携 平成26年5月29日現在内諾柿

ポール）

シンガポールがん科学研究所（シンガ
教育・研究 ・医療連携 平成26年5月29口現在内務済

ポール）

ユングーシュティ リング総合病院（ド
教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月29B現在内諾済

イツ）

パーゼル大学病院（スイス） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月29日現在内諾済

ペルン大学病院（スイス） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月291:1現在交渉中

ヤンゴン総合病院（ミャンマー） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月29l::l現在交渉中

ペラデニヤ大学教育病院（スリランカ） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月29日現在交渉rlr 

ランカ総合病院（スリランカ） 教育 ・研究 ・医療連携 平成26年5月29日現在交渉中

海外、 特にアセアン地域からの留学生を重点的に受け入れ、卒業後母国の健康科学の発展に

寄与されることを期待します。留学生の受け入れは原則として、 1. ヒ記MOじ締結大

学あるいは医療機関に候補者の推薦方依頼。2.推薦された候補者について本学にて入学試

験を行うステップとします。

短期留学に関しては双方向で、単位互換を原則とします。

以上
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※応募谷家作成にあたっては、 E'l添『公募申請書類の作成姿領I｛！：－参照の上、作成してください．

（棟式9) 1 1 6 

申請受理業

申請者

代表団体名 一般財団法人脳神経疾患研究附属総合南東北病院

代表者役職・氏名 南東北グループ総長首席補佐監

国際医療推進部長 ・BNCT研究センター長 瀬戸暁ー殿

コンソーシアム名 給食宣車北病院／住友コンソーシアム

株式会社野村総合研究所

「平成26年度医索機器・サービス国際化推進事業（海外展開の事業性評価に向けた実証謂査事業）J

の公募に関する応募書類を受領いたしました。

※申請受理棄は、申鰭書、提案書を受理したことを佳明する書類です。申請者は、代表団体名、代表者

役職 ・氏名、コンソーシアム名を記入の上、応募書類と一緒にご提出ください。

※本票は、野村総合研究所より、申藷者に返送します。

21 
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※応募書類作成にあたっては、別添「公募申請書類の作成要領」を参照の上、作成してください。

（様式1) 

受付番号

株式会社野村総合研究所御中

「平成26年度医療機器・サービス国際化推進事業（海外展開の事業性評価に向けた実証調査事業）J

に係る委託事業公募申請書

己〉医療機関や医療関連事業者等による現地実証調査事業

申請類型

（該当番号にOをして下さい。） 2.新興国における日本式医療サービス・機器等の需要調査事業

コンソーシアム名 総合南東北病院／住友コンソーシアム

事業プロジェクト名 マラヤ大学がんセンタープロジェクト（仮称）

企業 ・団体名 一般財団法人脳神経疾患研究附属総合南東北病院

体団 代表者

表の代者

代表者役職・氏名 理事長渡遺 一夫 印（また

は署名）

T963-8563 
所在地

福島県郡山市八山田七丁目 115 

氏名（ふりがな） 瀬戸院一

所属部署名

ヲ 南東北グループ総長首席補佐監
役 1龍

国際推進部長・ BNCT研究センター長

所在地
T963由 8563

福島県郡山市八山田七丁目 115 

ダ 電話番号
024-934-5322 （代表）、 024-934-5338（秘書課）

（代表・直通）、＿，

FA X番号 024-922-5320 

E-ma i I bnct副nt.strins. or. jp 
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原子力事故復興記念ライブラリ（仮称）概要の案

原子力事故の所在県である新設医科大学として、事故からの復興・再牛．と、その教訓を広く世界、 そ

して後世へ伝えていく使命があります。その使命を果たしていく一環として本学では高等教育機関とし

て意義ある 「原子力事故復興ライブラリ（仮称）」を大学関学と同時に創設します。

1.コンセプト

①原子)J事故などの大規模災害に係る図書、雑誌、研究データ等各積資料を国内外から継続的に収

集 ・保存・管理する機能を備え、 jよく教育、研究等の活動に資することができるよう開覧、貸出

等を行います。

②本学での災害医療、放射線医学等の研究成果の発表の場として活用し、福島における 「安心・安全J

への取組を一般の方にも科学的 ・医学的な見地から分かりやすく伝える役割を担います。

②福島県における原子力事故からの復興 ・再生への道のりを資料展示コーナーの設置や ICT等を駆

使し、世界へ向けても情報発信を行います。

③学生、研究者、企業関係者、行政関係者、地域住民など多くの人々の有機的な交流をもたらす仲

立ちとしての役割を担います。

2.名称 原子力事故復興記念ライブラリ（仮称）

3.開館時期 開学時

4.施設概要

①施設規模 ： 延床面積約 100rri （当初開館時）～

＊図書、資料等の収集状況により施設規模の拡張検討

②施設構成 ：

－図書、雑誌、情報メディア閲覧コーナー

．常設展示コーナー

－地域交流スペース（併設）

※地域交流スペースでは、地元小学生などを対象とした教員、学生等による科学実験教室や

大人対象の市民公開講座、自治体、企業等によるイベントの開催なども検討する。

③常設展示コーナー構成：

・原子力事故など世界の大規模災害情報を伝えるゾーン

．東北被災地の復興・再生への進捗状況が分かるゾーン

・福島県の「安心 ・安全Jへの過程や取組を医学的 ・科学的に分かりやすく伝えるゾーン

5.所蔵図書等について

①図書、資料等は、販売品の購入の他、広く国内外の関係機関 ・団体、地域住民等からも写真、映像

なども含め収集を行い、適切な膿境のもと保存 ・管理する。

②所蔵する図書、資料等は、広く教育、 研究等へ資するため、原則的に貸出し可能とする。
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平成 26年 5月20日

「原子力事故復興記念ライブラリ（仮称）」設立構想、メンバー

氏 名 役職等

本佑宗久
東日本大震災復興構想、会議委員・作家

（げんゅう そうきゅう）

福井邦顕 日本全薬工業代表取締役会長

（ふくい くにあき） 福島県中部経営者協会会長

丹治一郎

（たんじ いちろう）
郡山商工会議所会頭

滝田ニ良
放射能の危機を考える会会長

滝田＝三良法律事務所所長・弁護土
（たきたさぶろう）

元全国人権擁護委員連合会会長

遠藤重子
小金林保育｜刻閤長

（えんどう しげこ）

五十嵐忠行
医療法人やすらぎ会理事長

（いがらしただゆき）

内藤消吾
郡山商τ．会議所副会頭

（ないとう せいご）

品川高虫

（しながわまさと）
郡山市長

or~不問、敬称賂）
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こころの紳コミュニティセンタ一概要（学官連携）

新設医科大学
総合南東北福祉

センター八山田

！ こども園 ) 

南相馬市
小高地区

I 診療所 I 
学生実習研修受入、放射線災害研究 医師、臨床I~＼理士、管理栄養士の派遣、医学部生の研修 ‘ t 』
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郡山市

[ ニコニコこども館など公共施設 ] 

ふくしま紳力フ工
富岡等

地域コミュ二ティ

用語の解説
「こころの紳センター」：震災や放射線被害による健康相談窓口として大学内に設置。また、子供に対する不安解消を図る上で、各施設と連携による、栄養指導

や室内レクリエーションによる運動不足解消を考える。
「南東北総合福祉センター八山田こども園」：屋外と同等の機能を有する屋内型あそび場の提供をコンセプトiこした民間の子供受け入れ施設。また、病院関連

附属施設のため、その利点を利用し病児保育も兼ね備える。

「ふくしま紳カフェ富岡等地域コミュニティJ：避難生活をされている皆さんの為のコミュニティーサロン＆カフェスペース。



国際放射線医学研究所（仮称）

、所長 Dr.Shanthi Mendis副学長 r
， 

国内外の大学
医療機関、 」

連携
国際放射線医学研究所（仮称）

、
産学官

（寄附部門の導入）
、 ~ 

連援
， 、

同
の
い｛

災害精神医療

慢性疾患対策

研究部門

急性期から中長期的な
精神ならびに慢性疾患

サポートシステムの構築

r 、

放射線医学

研究部門
、 lJ 

陽子線、 BNCT

創薬、 DDS、免疫

等の研究・開発

放射線

医工学部門

医療福祉ロボット
医療機器開発

大部門制とし各部門3名程度の専任研究員を配置

外国人を含む客員研究員

本学医学部・病院の教員の兼務研究員で構成

連携

こころの紳

コミュニティセンター
住友重機械工業

連携

菊池製作所分室

（南相馬市〉



診療科偏在解消策案（本郷私案）

百分率
9年間の 9年間の
育成数入学数

－ 9年間のブランク./ 延べ数枠県別1学年の定員を10として構築
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外科学

小児科学

産婦人科学
家庭医療／総合診療／災害医学

整形外科学

精神医学

麻酔科学
救急医学

臨床放射線医学／被爆医療学

腎泌尿器科外科学
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眼科学

耳鼻咽喉・頭頭部外科学／口燈外科

形成外科学

脳神経外科学

老年医学／リJ、ビリテーシヨン学

再生医療学

専門医
1内科

2外科
3小児科
4産婦人科
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6整形外科
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シミュレーション
対応講座

内科学

外科学

小児科学

産婦人科学
家庭医療／総合診療／災害医学

整形外科学

精神医学

麻酔科学
救急医学

臨床放射線医学／被爆医療学

腎泌尿器科外科学

皮膚科学
眼科学

耳鼻咽喰・頭頭部外科学／口腔外科

形成外科学

脳神経外科学

老年医学／1）／、ピリテーション学

再生医療学

専門医
1内科

2外科
3小児科
4産婦人科
5総合診療

6整形外科

7精 神 科

8麻酔科
9救急科
10放射線科
11泌尿器科
12皮脂科
13眼科
14耳鼻咽喉科
15形成外科

16脳神経外科
17リハピリテーション科／内科／ま

new 

17 18 

翌々年にその翌年に

残った枠残った枠

15 
翌年に

残った枠

10 
使用した

枠

25 
全体の

枠

定数枠についての考え方は、それぞれの県毎の事情によって調整を行うものとする。
例えば、産婦人科が特に不足しているところでは延べ数の枠を増やすことで調整する。
選択権は成績上位のものから順番に与える
学生結婚で他県出身者と結婚し、他県にすむ二とになった研修医については、 5年毎にその増減を
入学枠で調整する。

教育カリキュラム責任者本郷進夫氏作成資料
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